	研究目的

	①研究の全体構想及びその中での本研究課題の具体的な目的について、愛知大学研究助成費の交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか、
②当該分野におけるこの研究（計画）の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義、
③国内外の関連する研究動向や自らのこれまでの研究実施状況を踏まえ、当該研究の独創性・特色などに関する位置付け（適宜、文献を引用しつつ説明する。文献の引用形式については研究業績欄に準ずること。）、
④共同研究の場合、１．共同研究である必要性　２．共同研究の組織化についてと共同研究による研究の相乗効果　３．共同研究による成果の公共性について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。
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	研究目的（つづき）

	



	従来の研究経過・研究成果〈Ⅰ及びⅡを区別するため、Ⅰを記入後は点線を引いて分けてください。〉

	Ⅰ．この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で、研究代表者が従来受けた科学研究費補助金の研究種目、期間（年度）、研究課題名、研究経費を記入のうえ、それぞれの当初の研究計画、研究経過及び研究成果等について、具体的かつ明確に記入してください。
Ⅱ．Ⅰ以外で、この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で受けた、科学研究費補助金以外の研究費（所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費を含む。）におけるそれぞれの研究経過・研究成果等について、名称、期間（年度）、研究課題名、研究者（研究代表者又は研究分担者）氏名、研究経費を記入のうえ、具体的かつ明確に記入してください。
　なお、従来受けた研究費には現在遂行中の研究も含みます。

	



	準備状況等　〈Ⅰ～Ⅱを区別するため、点線を引いて分けてください。〉

	Ⅰ．この研究課題の準備状況等について、焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。
　なお、この研究課題に密接に関連した研究課題の成果を発展させる場合は、そのことについて記入しても差し支えありません。
Ⅱ．研究を実施するために使用する研究施設・設備等、現在の研究環境の状況について記入してください。

	



	研究計画・方法

	〈初年度の計画と次年度以降の計画に分けて記入してください。また、以下の事項について、焦点を絞り具体的かつ明確に記入してください。その際、Ⅰ及びⅡを区別するため、Ⅰを記入後は点線を引いて分けてください。〉
Ⅰ．研究目的を達成するための研究計画・方法について、経費と研究計画との関連性及び研究代表者、研究分担者の役割が明らかとなるように記入してください。なお、研究計画を遂行する上で、予期される問題点に対する配慮、問題が生じたときの対応策を含めて記入してください。
　　また、①研究計画のいずれかの年度において、「機器備品費」「用品費」又は「謝金等」のいずれかの経費が９０％を超える場合には、当該経費の研究遂行上の必要性について記入してください。②研究協力者との共同研究を含む場合には、その必要性及びこれらの者とどのように共同して研究を実施していくのかについて記入してください。
Ⅱ．社会的コンセンサスが必要とされている研究、生命倫理・安全対策に対する取組が必要とされている研究など関連する法令等を遵守しなければ行うことができない研究を含む場合については、対策としてどのような措置を講じようとしているのか具体的に記入してください。（該当者のみ）

	研究計画・方法（初年度）

	



	研究計画・方法（初年度（つづき））

	



	研究計画・方法 （次年度以降）

	



	研究業績

	最近５カ年間に学術誌等に発表した論文、著書のうち本計画に関連する重要なものを選定し、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、発表年（暦年）ごとに点線で区切り、かつ、研究組織欄に記入された研究者ごとに記入してください。なお、この頁で記入できない場合は、裏面を使用してください。また、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。

	発表年
	研究代表者・
分担者氏名
	発表論文名・著書名

	
	
	（論文名、著書名、著者名、学協会誌名、巻(号)、最初と最後のページ、発表年(西暦)、査読の有無について記入してください。）
（以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者及び研究分担者にはアンダーラインを付すこと。）
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